
は
じ
め
に

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

平
成
三
年
に
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
創
設
し
て
以
来
、
二
十
五
回
に

わ
た
っ
て
、
現
代
詩
賞
を
授
与
し
て
き
た
。
各
受
賞
者
は
そ
の
時
代
の
先

端
を
い
く
詩
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
後
、
日
本
の
現
代
詩
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
の
詩

人
た
ち
に
と
っ
て
丸
山
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
。

受
賞
者
の
活
躍
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
現
代
詩
賞
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
た
と
自
負
す
る
所
で
あ
る
。

こ
の
二
十
五
年
の
事
業
に
よ
っ
て
、
こ
の
久
留
米
が
生
ん
だ
詩
人
丸
山

豊
の
業
績
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
丸
山
豊
の
評
価
が
深
め
ら
れ
て

お
り
、
久
留
米
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
賞
を
閉
じ
る
に
当
た
り
、
久
留
米
市
を
は
じ
め
久
留
米
市
教
育
委

員
会
、
西
日
本
新
聞
社
、
久
留
米
大
学
、
詩
人
、
研
究
者
な
ど
に
よ
っ
て

実
行
委
員
会
を
作
り
運
営
し
て
き
た
が
、
日
本
の
現
代
詩
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
成
果
は
実
行
委
員
会
の
も
の
で
は
な
く
、
絶
え

ず
、
真
撃
に
選
考
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
選
考
委
員
の
先
生
た
ち
及
び
丸

山
豊
氏
の
遺
族
の
方
々
か
ら
の
、
多
大
な
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
獲
得
で

き
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
関
係
者
の
尽
力
に
対
し
て
深
く
お
礼
を
申
し

あ
げ
る
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
四
半
世
紀
の
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
の
業
績
が

長
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

l 

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
実
行
委
員
会

会
長

演
崎

裕
子


